
報告第３号 
 
  宇都宮地域合併協議会幹事会規程等の制定について 
 
 宇都宮地域合併協議会幹事会規程等を次のように制定したので報告する。 
 
 
  平成１６年２月４日提出 
 
 
 

          宇都宮地域合併協議会 
                 会 長  福 田 富 一 
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２ 宇都宮地域合併協議会専門部会規程 
 
３ 宇都宮地域合併協議会事務局規程 
 
４ 宇都宮地域合併協議会財務規程 
 
５ 宇都宮地域合併協議会委員等の報酬及び費用弁償に関する規程 
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宇都宮地域合併協議会幹事会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，宇都宮地域合併協議会規約（以下「規約」という。）第１２条第２項

の規定に基づき，宇都宮地域合併協議会幹事会（以下「幹事会」という。）について，必

要な事項を定めるものとする。 

（所掌事項） 

第２条  幹事会は，宇都宮地域合併協議会会長（以下「会長」という。）の指示を受け，

次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 宇都宮地域合併協議会（以下「協議会」という。）への提案事項に関すること。 

 (2) 協議会の専門部会の活動の進行管理等に関すること。 

 (3) その他協議会の運営について特に重要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条  幹事会の幹事は，規約第１条で規定する構成市町（以下「構成市町」という。）

の助役及び構成市町の長が指定する職員をもって組織する。 

（役員） 

第４条  幹事会に，幹事長及び副幹事長各１人を置く。 

２ 幹事長及び副幹事長は，幹事の互選によってこれを定める。 

（役員の職務） 

第５条  幹事長は，幹事会を代表し，会務を総理する。 

２ 副幹事長は，幹事長を補佐し，幹事長に事故があるとき又は幹事長が欠けたときは，

その職務を代理する。 

（会議） 

第６条  幹事会の会議（以下「会議」という。）は，幹事長が招集する。 

２ 会議は，幹事の半数以上の出席がなければ開くことはできない。 

３ 幹事長は，会議の議長となる。 

４ 幹事会は，必要に応じて幹事以外の者を会議に出席させ，説明を求めることができる。 

（専門部会） 

第７条  幹事長は，第2条に規定する所掌事項について専門的に協議又は調整を行うため，

幹事会に専門部会を置くことができる。 
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２ 専門部会の組織，運営その他必要な事項は，幹事長が別に定める。 

（報告） 

第８条  幹事長は，幹事会の協議の経過及び結果について，会長に報告するものとする。 

（庶務） 

第９条  幹事会の庶務は，協議会の事務局において処理する。 

（補則） 

第１０条  この規程に定めるもののほか幹事会について必要な事項は，会長が別に定める。 

   附 則 

 この規程は，平成１６年２月１日から施行する。 
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宇都宮地域合併協議会専門部会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，宇都宮地域合併協議会幹事会規程第７条第２項の規定に基づき，宇

都宮地域合併協議会専門部会（以下「専門部会」という。）について，必要な事項を定め

るものとする。 

（所掌事項） 

第２条 専門部会は，宇都宮地域合併協議会幹事会幹事長（以下「幹事長」という。）の指

示を受け，宇都宮地域合併協議会規約（以下「規約」という。）第３条各号に掲げる事項

について，専門的に協議又は調整を行うものとする。 

（名称） 

第３条 専門部会の名称は，幹事長が定める。 

（組織） 

第４条 専門部会は，幹事長が規約第１条に規定する構成市町の職員うちから指名する専

門部会員をもって組織する。 

（役員） 

第５条 専門部会に，部会長 1 人及び副部会長３人を置く。 

２ 部会長及び副部会長は，専門部会員のうちから幹事長が指名する。 

（役員の職務） 

第６条 部会長は，専門部会を代表し，会務を総理する。 

２ 副部会長は，部会長を補佐し，部会長に事故があるとき又は部会長が欠けたときは，

部会長があらかじめ指定する副部会長が，その職務を代理する。 

（会議） 

第７条 専門部会の会議（以下「会議」という。）は，部会長が招集する。 

２ 部会長は，会議の議長となる。 

３ 部会長は，必要に応じて専門部会員以外の者を会議に出席させ，説明を求めることが

できる。 

４ 専門部会は，必要に応じて関係する他の専門部会と合同の会議を開催することができ

る。 
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（分科会） 

第８条 専門部会に，必要に応じて分科会を設置することができる。 

２ 分科会の組織，運営その他必要な事項は，幹事長が別に定める。 

（報告） 

第９条 部会長は，専門部会の協議の経過及び結果について，幹事長に報告するものとす

る。 

（庶務） 

第１０条 専門部会の庶務は，部会長の属する市町の担当部門において処理する。 

（補則） 

第１１条  この規程に定めるもののほか専門部会について必要な事項は，幹事長が別に定

める。 

   附 則 

 この規程は，平成１６年２月１日から施行する。 
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宇都宮地域合併協議会事務局規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，宇都宮地域合併協議会規約第１３条第３項の規定に基づき，宇都宮

地域合併協議会事務局（以下「事務局」という。）について，必要な事項を定めるものと

する。 

（所掌事項） 

第２条 事務局は，次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 宇都宮地域合併協議会（以下「協議会」という。）の会議に関すること。 

 (2) 協議会の協議資料の作成に関すること。 

 (3) 協議会の庶務に関すること。 

 (4) その他協議会の運営に関すること。 

（職員） 

第３条 事務局に局長，次長その他の必要な職員を置く。 

（職員の職務） 

第４条 局長は，協議会の会長（以下「会長」という。）の命を受け，事務局の運営全般を

総括する。 

２ 次長は，上司の命を受け，事務局の事務を総括し，所属職員を指揮監督する。 

３ その他の職員は，上司の命を受け，事務局の事務に従事する。 

（職務権限） 

第５条 協議会の運営における各職位の職務及び責任権限等については，別に定めるもの   

を除き，宇都宮市の例による。この場合において，「市長」とあるのは「会長」と，「助

役」とあるのは「協議会の幹事長（以下「幹事長」という。）」と，「部長」とあるのは「局

長」と，「課長」とあるのは「次長」と読み替えるものとする。 

（会長の決裁事項） 

第６条 会長が決裁する事項は，次のとおりとする。 

(1) 協議会の運営に関する基本方針に関すること。 

 (2) 協議会に提案する事案に関すること。 

 (3) 協議会の予算及び決算の調製に関すること。 

 (4) 規程の制定改廃に関すること。 
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 (5) その他局長が特に重要であると認める事項に関すること。 

（専決区分） 

第７条 局長は，次に掲げる事項を専決することができる。 

(1) 協議会の幹事会，専門部会及び分科会の調整に関すること。 

 (2) 職員研修会の実施に関すること。  

 (3) 協議会の広報広聴活動に関すること。 

 (4) その他事務局の運営に関すること。 

２ 次長は，次に掲げる事項を専決することができる。 

(1) 実務上の調査並びに照会及び回答に関すること。 

 (2) 各種資料等の調製に関すること。 

 (3) その他軽易な事案に関すること。 

（代決） 

第８条 会長が不在のときは，幹事長がその事務を代決する。 

２ 会長及び幹事長がともに不在のときは，局長がその事務を代決する。 

３ 局長が不在のときは，次長がその事務を代決する。 

（文書の取扱い） 

第９条 事務局における文書の収受，配布，処理編集，保存その他文書に関し必要な事項

は，宇都宮市の例による。この場合において，「課」とあるのは「事務局」と，「市長」

とあるのは「会長」と，「助役」とあるのは「幹事長」と，「部長」とあるのは「局長」

と，「課長」とあるのは「次長」と，「担当」とあるのは「事務局職員」と読み替えるも

のとする。 

（公印の取扱い） 

第１０条 協議会の公印の名称，ひな形，寸法及び管守者は別表のとおりとする。 

２ 協議会の公印の管理，取扱い等については，宇都宮市の例による。 

（職員の服務） 

第１１条 事務局の職員の服務及び勤務条件については，宇都宮市の例による。 

２ 事務局の職員の旅費については，宇都宮市の例により，事務局の予算において支給す

る。 

（職員の給与等） 

第１２条 事務局の職員の給与等については，それぞれの市町において負担をする。 
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（補則） 

第１３条 この規程に定めるもののほか事務局について必要な事項は，会長が別に定める。 

   附 則 

 この規程は，平成１６年２月１日から施行する。 

別表（第１０条関係） 

名  称 ひ な 形 寸 法（ｍｍ） 管 守 者 

会 長 印  方 ２４ 事務局次長 

事務局長印  方 ２１ 事務局次長 

宇都宮地域 
合併協議会 
会長之印 

宇都宮地域 
合併協議会 
事務局長印 
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宇都宮地域合併協議会財務規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，宇都宮地域合併協議会規約（以下「規約」という。）第１６条の規定

に基づき，宇都宮地域合併協議会（以下「協議会」という。）の財務に関し，必要な事項

を定めるものとする。 

（歳入歳出予算） 

第２条  協議会の予算は，規約第１条に規定する構成市町（以下「構成市町」という。）

の負担金，補助金，繰越金その他の収入を歳入とし，協議会の事務に要するすべての経

費を歳出とする。 

２ 協議会の会長（以下「会長」という。）は，毎会計年度予算を調製し，協議会の承認を

得なければならない。 

３ 会長は，前項の規定により予算が協議会の承認を得たときは，当該予算の写しを速や

かに構成市町の長に送付しなければならない。 

（予算の補正） 

第３条  会長は，協議会に係る予算に補正の必要が生じた場合は，これを調製し，協議会

の承認を得なければならない。 

２ 前項の規定により，補正予算が協議会の承認を得たときは，前条第３項の規定を準用

する。 

（歳入歳出予算の款，項及び目の区分） 

第４条  歳入予算の款，項及び目の区分は，別表第１のとおりとする。 

２ 歳出予算の款，項及び目の区分は，別表第２のとおりとする。 

３ 当該年度において臨時かつ特別な理由が生じたときは，別表第１及び別表第２に定め

る以外の項及び目を定めることができる。 

（出納及び現金） 

第５条  協議会の出納は，会長が行う。ただし，協議会事務局職員のうちから協議会出納

員を命じ，これに協議会の出納その他の会計事務を行わせることができる。 

２ 協議会に属する現金は，会長が指定する銀行その他の金融機関に，これを預け入れな

ければならない。 
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（決算等） 

第６条  会長は，毎会計年度終了後２月以内に協議会の決算を調製し，監査委員の監査に

付した後，協議会の承認を得なければならない。 

２ 会長は，前項の規定により，決算が協議会の承認を得たときは，当該決算の写しを構

成市町の長に送付しなければならない。 

（収入及び支出の手続） 

第７条  協議会の予算に係る収入及び支出の手続は，宇都宮市の例によりこれを行うもの

とする。 

２ 協議会の出納員は，次の各号に定める簿冊を備え，出納の管理を行うものとする。 

 (1) 予算差引簿 

 (2) その他必要な簿冊 

（補則） 

第８条  この規程に定めるもののほか協議会の財務に関し必要な事項は，宇都宮市の例に

より，会長が別に定める。 

   附 則 

 この規程は，平成１６年２月１日から施行する。 

別表第１（第４条関係） 歳入予算の款，項及び目の区分 

款 項 目 

１ 負担金 １ 負担金 １ 負担金 

２ 補助金 １ 県補助金 １ 県補助金 

３ 繰越金 １ 繰越金 １ 繰越金 

４ 諸収入 １ 諸収入 １ 諸収入 

別表第２（第４条関係） 歳出予算の款，項及び目の区分 

款 項 目 

１ 運営費 １ 会議費 １ 会議費 

 ２ 事務局費 １ 事務局費 

２ 事業費 １ 事業推進費 １ 事業推進費 

３ 予備費 １ 予備費 １ 予備費 
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宇都宮地域合併協議会委員等の報酬及び費用弁償に関する規程 

 

（趣旨） 

第１条  この規程は，宇都宮地域合併協議会規約第１７条第３項の規定に基づき，同条第

１項の規定に基づく会長，副会長，委員，顧問及び監査委員（以下「委員等」という。）

の報酬及び費用弁償について，必要な事項を定めるものとする。 

（報酬の額） 

第２条  委員等の報酬は，宇都宮市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和 

４２年宇都宮市条例第７号。以下「条例」という。）第２条の規定に基づく報酬の額と

する。 

２ 県外に居住する委員等については，前項の規定にかかわらず，報酬の額は別表に定め

るとおりとする。 

（費用弁償） 

第３条  委員等が，宇都宮地域合併協議会（以下「協議会」という。）の会議に出席する

以外の職務を行うために旅行したときは，条例第４条の規定に基づき，費用弁償を支給

することができる。 

２ 委員等以外の者が，協議会の職務を行うために旅行したときは，条例第４条の規定に

基づく費用弁償又は宇都宮市の例により旅費を支給することができる。 

（補則） 

第４条  この規程に定めるもののほか委員等の報酬及び費用弁償について必要な事項は，

会長が別に定める。 

   附 則 

 この規程は，平成１６年２月１日から施行する。 

別 表（第２条関係） 

居 住 区 分 報 酬 額 

東 京 都 内  ２０，０００円 

 

21




